
PR のページ②

　

健
康
保
険
組
合
全
体
の
財
政
状
況
で
す
が
、健
保
連(

健
康
保

険
組
合
連
合
会)

の
「
平
成
27
年
度
健
保
組
合
予
算
早
期
集
計
結

果
の
概
要
」に
よ
る
と
、平
成
27
年
度
の
経
常
赤
字
は
１
、４
２
９

億
円
で
、平
成
20
年
度
の
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
以
降
8
年

連
続
の
大
幅
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。全
組
合
中
の
約
7
割
に
あ

た
る
９
４
５
組
合
が
赤
字
を
計
上
し
ま
し
た
。な
お
予
算
早
期

集
計
は
、全
１
、４
０
３
健
保
組
合
の
98
・
6
％
に
相
当
す
る
１
、

３
８
４
健
保
組
合
の
予
算
状
況
を
全
組
合
ベ
ー
ス
に
引
き
伸
ば

し
推
計
し
た
も
の
で
す
。

　

赤
字
額
は
、前
年
度
予
算
（
▲
３
、６
８
３
億
円
）
に
比
べ
２
、

２
５
４
億
円
縮
小
し
ま
し
た
が
、こ
れ
は
賞
与
額
、標
準
報
酬
月

額
の
上
昇
や
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
等
に
よ
り
保
険
料
収
入
が

２
、２
５
９
億
円
増
加
し
た
一
方
、支
援
金
・
納
付
金
の
精
算
分

（
戻
り
）や
退
職
者
給
付
拠
出
金
の
減
少
で
、支
援
金
・
納
付
金
総

額
が
２
５
４
億
円
減
少
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。支
援

金
・
納
付
金
の
保
険
料
収
入
に
対
す
る
割
合
は
43
・
６
８
％
で
、

同
割
合
が
50
％
以
上
の
組
合
は
３
０
５
組
合
で
し
た
。

　

保
険
料
率
を
引
き
上
げ
た
組
合
は
、全
組
合
の
約
2
割
に
あ

た
る
３
１
６
組
合
で
、平
均
保
険
料
率
は
9
・
０
１
２
％
と
前
年

度
比
0
・
１
５
９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。平
均
保
険
料
率
10

％
以
上
の
組
合
は
２
８
５
組
合
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
前
年
度

２
５
５
組
合
）。赤
字
を
出
さ
ず
に
収
支
均
衡
を
図
る
た
め
に
必

要
な
実
質
保
険
料
率
は
9・４
９
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
保
連
は
、今
後
の
健
保
組
合
財
政
に
つ
い
て
、「
団
塊
の
世

代
の
高
齢
化
に
伴
う
高
齢
者
医
療
費
の
増
大
や
後
期
高
齢
者
支

援
金
の
総
報
酬
割
部
分
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、支
援
金
・

納
付
金
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
」
と
の
見
通
し

を
示
し
ま
し
た
。さ
ら
に
「
支
援
金
・
納
付
金
の
増
加
に
対
す
る

負
担
軽
減
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、高
齢
者
医
療
の
負

担
構
造
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
制
度
改
革
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
予
算
で
は
平
均
被
保
険
者
数
２
、２
４
７
名
、平

均
標
準
報
酬
月
額
３
４
５
、３
６
１
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、全
事
業
所
の
年
間
平
均
被
保
険
者
数
は
２
、３
７
３
名(

男

子
１
、５
６
０
名
、女
子
８
１
３
名)

、平
均
標
準
報
酬
月
額
は
、３

３
９
、１
４
１
円(

男
子
３
７
５
、６
７
３
円
、女
子
２
６
７
、０
３

８
円)

、前
期
高
齢
者
医
療
費
の
対
象
者
（
年
間
平
均
）
は
39
名
で

し
た
。平
成
27
年
3
月
末
の
被
保
険
者
数
は
２
、４
６
６
名
、被

扶
養
者
数
は
、１
、１
７
３
名(

扶
養
率
0・４
８
）で
し
た
。

　

ま
た
介
護
保
険
で
は
、第
２
号
被
保
険
者
た
る
被
保
険
者
数

（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
）は
５
３
２
名
、平
均
標
準
報
酬
月
額
４
１

２
、８
６
９
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、第
2
号
被
保
険
者

た
る
被
保
険
者
数
は
年
平
均
で
５
７
０
名
、平
均
標
準
報
酬
月

額
は
４
０
９
、４
８
３
円
で
し
た
。

◆
収    

入

◇
一
般
勘
定
の
収
入
総
額
は
、１
、３
４
２
、１
８
９
千
円
で
、前

年
度
比
２
３
０
、６
１
３
千
円
の
増
加
、予
算
額
の
１
０
３
・

8
％
、被
保
険
者 

１
人
当
た
り
で
は
５
６
５
、６
０
９
円
で

し
た
。

◇
こ
の
内
訳
で
す
が
、健
康
保
険
料
収
入
は
１
、０
０
０
、８
８

５
千
円
で
予
算
額
の
１
０
４
・
6
％
、１
人
当
た
り
４
２
１
、

７
８
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

科    目 金額
（単位：千円） 科目の説明

健 康 保 険 料 収 入 1,000,885
健保組合運営の財源として皆さ
んと事業主に納入していただき
ました

調 整 保 険 料 収 入 14,032 健保組合間の財政面における助
け合い原資となる別枠保険料

繰 　 越 　 金 164,578 前年度の収支残金処分を、当年
度に繰越して使用した金額

繰 入 金 139,610 別途積立金を取り崩した額です

国 庫 補 助 金 収 入 244 国からの、保険給付費等への補
助金

財政調整事業交付金 21,559
健保組合の高額医療費補助とし
て、健保連から交付金を受けて
います

雑 　 収 　 入 1,281 受取利息や拠出金の精算金です
収入合計 1,342,189

科    目 金額
（単位：千円） 科目の説明

事 務 所 費 34,906 健康保険組合を運営するため
の経費として使用します

保 険 給 付 費 437,467
皆さんがお医者さんにかかる医
療費や各種の給付金で、国が決
めた法定給付と健保独自の付加
給付があります

納 付 金 515,039
75 歳以上の医療のための「後期
高齢者医療制度」、65 ～ 74 歳
の「前期高齢者納付金」等のた
めに健保が支出します

保 健 事 業 費 50,207
保健指導宣伝費（社会保険ガ
イド、健保だより、電話健康
相談他）、疾病予防費（健康診
査費他）に使用します

財政調整事業拠出金 14,028
健保組合間の財政面における
助け合いのため、健康保険組
合連合会への拠出金です

そ の 他 の 支 出 876 健康保険組合連合会に支払う
年会費等です

支出合計 1,052,523  

●支出

●収入
一般勘定

（
一
般
勘
定
に
つ
い
て
）

（
決
算
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
数
値
）

健
保
を
取
巻
く
状
況

平
成
26
年
度
の
決
算
数
値
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

決
算
の
内
容

決算のお知らせ

平成26年度収入支出決算概要表
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◇
調
整
保
険
料
収
入
は
１
４
、０
３
２
千
円
で
予
算
額
の
１
０

４
・
5
％
、１
人
当
た
り
５
、９
１
３
円
、前
年
度
繰
越
金
は
１

６
４
、５
７
８
千
円
、１
人
当
た
り
６
９
、３
５
４
円
と
な
り

ま
し
た
。別
途
積
立
金
か
ら
の
繰
入
れ
は
１
３
９
、６
１
０
千

円
、１
人
当
た
り
５
８
、８
３
３
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
国
庫
補
助
金
収
入
は
２
４
４
千
円
で
１
人
当
た
り
１
０
３

円
、財
政
調
整
事
業
交
付
金
は
２
１
、５
５
９
千
円
で
１
人
当

た
り
９
、０
８
５
円
、雑
収
入
は
１
、２
８
１
千
円
で
１
人
当

た
り
５
４
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
支    

出

◇
支
出
総
額
は
１
、０
５
２
、５
２
３
千
円
で
、前
年
度
比
１
３

４
、２
０
７
千
円
の
増
加
、予
算
額
の
81
・
4
％
、１
人
当
た
り

４
４
３
、５
４
１
円
（
対
前
年
度
比
３
６
、１
２
５
円
の
増
加
）

で
し
た
。

◇
事
務
所
費
は
３
４
、９
０
６
千
円
で
予
算
額
の
92
・
6
％
、所

要
財
源
率
千
分
の
3
・
２
４
、１
人
当
た
り
１
４
、７
１
０
円

で
し
た
。

◇
保
険
給
付
費
は
４
３
７
、４
６
７
千
円
で
、予
算
額
の
86
・
1

％
、所
要
財
源
率
千
分
の
40
・
５
３
、１
人
当
た
り
１
８
４
、３

５
２
円
で
し
た
。こ
の
う
ち
法
定
給
付
費
は
４
２
６
、７
３
３

千
円
で
、１
人
当
た
り
１
７
９
、８
２
８
円
、付
加
給
付
費
は

１
０
、７
３
４
千
円
で
、１
人
当
た
り
で
は
４
、５
２
３
円
で

し
た
。

◇
納
付
金
は
５
１
５
、０
３
９
千
円
で
、所
要
財
源
率
千
分
の

47
・
７
１
、１
人
当
た
り
２
１
７
、０
４
１
円
と
な
り
、そ
の
内

訳
は
前
期
高
齢
者
納
付
金
２
９
２
、４
０
４
千
円
、後
期
高
齢

者
支
援
金
１
８
３
、７
０
８
千
円
、 

退
職
者
給
付
拠
出
金
３

８
、９
２
４
千
円
、老
人
保
健
拠
出
金
3
千
円
で
し
た
。

◇
保
健
事
業
費
は
５
０
、２
０
７
千
円
で
、予
算
額
の
83
・
5
％
、

所
要
財
源
率
千
分
の
4
・
６
６
、１
人
当
た
り
２
１
、１
５
８

円
で
し
た
。

◇
財
政
調
整
事
業
拠
出
金
１
４
、０
２
８
千
円
、そ
の
他
の
支
出

合
計
は
８
７
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
こ
の
結
果
、法
定
給
付
費
等
に
要
す
る
保
険
料
率
は
千
分
の

87
・
２
４
、実
質
保
険
料
率
は
千
分
の
95
・
９
９
と
な
り
ま
し

た
。

＊
以
上
の
と
お
り
一
般
勘
定
は
収
入
合
計
１
、３
４
２
、１
８
９

千
円
、支
出
合
計
１
、０
５
２
、５
２
３
千
円
、差
引
残
高
２
８

９
、６
６
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
繰
越
金
と
し
て
残
金
全
額
２
８
９
、６
６
６
千
円
を

繰
越
し
、平
成
26
年
度
の
事
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

収
入
は
介
護
保
険
収
入
５
２
０
、０
７
７
千
円
、繰
越
金
２
、

１
４
４
千
円
で
し
た
。支
出
は
、介
護
納
付
金
４
４
、８
９
８
千

円
で
し
た
。

＊
介
護
勘
定
は
収
入
合
計
５
４
、２
２
２
千
円
、支
出
合
計
４

４
、９
２
０
千
円
、差
引
残
高
９
、３
０
２
千
円
と
な
り
ま
し

た
。準
備
金
と
し
て
１
５
６
千
円
を
積
み
増
し
、次
年
度
繰
越

金
と
し
て
、９
、１
４
６
千
円
を
繰
越
し
、平
成
26
年
度
の
事

業
を
終
了
し
ま
し
た
。

科    目 金額
（単位：千円） 科目の説明

介 護 保 険 収 入 52,077
介護保険の財源として皆さん
と事業主に納入していただき
ました

繰 越 金 2,144 前年度からの繰越金
雑 収 入 1

収入合計 54,222

科    目 金額
（単位：千円） 科目の説明

介 護 納 付 金 44,898 介護保険財政をまかなうため
国に納付金の形で支払います

介 護 保 険 料 還 付 金 22
支出合計 44,920

●収入

●支出

介護勘定

（
介
護
勘
定
に
つ
い
て
）

こう
使われました

一般勘定
収支の
割合

保健事業費　4.8％
財政調整事業拠出金　1.3％
　　事務所費他　3.4％

支出
保険給付費

41.6％

納付金
48.9％

収入

繰入金　10.4%

財政調整事業交付金　1.6％

　　雑収入他　0.1％

健康保険料収入
74.6％

繰越金
12.3％

調整保険料収入
1.0％


